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。
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な
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。
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–
講演会　要申込

橋爪節也氏（大阪大学名誉教授）
“心中の都、美しい心中の都”
『いの字絵本 恋の都大阪の巻』と堂本印象の青春

2024年1月19日㊎　11時―12時半
会場：京都新聞文化ホール
（京都市中京区烏丸通夷川上ル　京都新聞ビル7階）

料金：1000円（展覧会入場券1枚付）
問い合わせ：京都新聞COM事業推進局開発
推進部（TEL：075-255-9757）
詳細は当館のホームページにてお知らせします。

–
スペシャルギャラリートーク
1月27日㊏　14時より　
場所：2階展示室（参加費・申込不要、要入場券）
龍村 育 氏（龍村美術織物 代表取締役社長）
と担当学芸員が一緒に行います。

–
ギャラリートーク
1月20日㊏、2月10日㊏　14時より　
場所：2階展示室（参加費・申込不要、要入場券）

①堂本印象図案《唐華文金唐革錦》1907年
　龍村美術織物蔵　
②堂本印象《道頓堀》1912 年
③堂本印象《九軒の女》1912年　
④22歳頃の堂本印象（写真部分）　
⑤堂本印象《いの字絵本》1912年　
⑥堂本印象《クラスメート》1913 年【初公開】　　
⑦堂本印象《汐汲》1915年　　
⑧堂本印象《おばけ（花街の節分会）》大正初期
　個人蔵
⑨堂本印象《島原太夫の絵巻》（部分）1920年　
⑩堂本印象《色即是空》1922年　
所蔵表記のないものは京都府立堂本印象美術館蔵
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The exhibition focuses on Insho Domoto’s 
youth and his vigorous day in Taisho era 
when he worked as a textile designer, 
keeping his enthusiasm to be a painter.  
Please take this opportunity to enjoyTaisho 
Romanticism (Taisho Roman) and Insho’s 
artworks during Taisho era such as 
women in Osaka and Kyoto together with 
townscapes which inspired him greatly.

Insho-san in his youth Insho-san in his youth 
and the time of Taisho Romanand the time of Taisho Roman

Exhibition 2023

交通のご案内
JR京都駅より市バス㊿、JRバス（立命館大学経由）
JR円町駅より市バス⑮、JRバス（立命館大学経由）
阪急電車烏丸駅より市バス⑫、�、�
京阪電車三条駅より市バス⑫、⑮、�、�
市営地下鉄四条駅より市バス⑫、�、�
※いずれも「立命館大学前」下車

野外イベント　

第5回野外いけばな展 私の印象2024
―京都新世代いけばな展関連事業―　

2024年2月9日㊎―2月12日㊊㊗
場所：美術館庭園
9日午前は生け込みの様子をご覧いただけます。

〒603-8355京都市北区平野上柳町 26–3　
Tel.075–463–0007　https://insho-domoto.com

@DOMOTO_Insho

@domoto_insho
展覧会、関連イベント
情報など随時更新

予定を変更する場合がございます。
ご来館前に当館のホームページで最新情報をご確認ください。
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駐車場はありません。公
共交通機関をご利用くだ
さい。
お車の方は近隣のコインパー
キングをご利用ください。


